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コメン ト

｢大学における情報教育の観点から｣

長 尾 真 (工学研究科教授)

ただいまご紹介いただきました長尾でございます｡私は情報処理の研究はしておりますが､情報処理教育の研究は

まったくやっておりませんので､全 くの素人がここに出て参 りましてお話をするというのは､非常に恐縮なんですけ

れども､少 しばかりお話をさせていただきたいと存 じます｡

先程慶腔大学藤沢キャンパスのすぼらしいお話をお聞きしたんですが､京都大学におきましても遅まきながら､情

報処理教育等をできるだけ全学の学生に受けさせたいということで､計画が進みつつあります｡今までの情報処理教

育センターというものを､ もっと強化 しまして､総合情報メディアセンターというのを作 りたいということで､現在

計画を進めつつあります｡

その中でいろいろと議論がありました｡情報処理教育というのは､小､中､高等学校でかなりなされてきているか

ら､その中で､大学で本当にどういうことを情報処理教育 としてやる必要があるのか｡ひょっとしたら､そういうこ

とをわざわざ大学でしなくても､既にきちんとマスターしているような時代がす ぐにくるのではないかという意見 も

あるわけです｡そういうことに対 しては､私はお手元のメモにありますように､いくつかの点から､やはり大学にお

いても､情報処理教育はきちんとしなければいけないということを言 っているわけです｡ しかしながら､私は情報処

理教育について素人ですので､この本 (永野和男編集 :これからの情報教育､高陵社書店､1995)を参考にしてお話

をした方が､よほど皆様方のお役に立っのではないかと思い､持 ってまいりました｡ これは′卜､中学生向けの情報教

育はどうすればいいかということについて書いてある本ですが､大学における教育にもヒントを与えて くれます｡ こ

の本をまとめられた永野先生､あるいはこの中でいろいろと書いておられる何人かの先生方は､私の苦からの知 り合

いでして､いろいろと教えを受けたりして参 りましたので､この内容を少 しご紹介 しながら､情報処理教育 というも

のの特長 といいますか､大切な点 といったことを､簡単にお話 したいと思います｡

最初のところで永野先生のお話がございますが､それはコンピュータはどういう発展をしつつあるか､あるいは､

どういうふうに我々の活動に入っていくかということが書いてあります｡｢現在はこれ｣､｢将来はこれ｣､というわけ

です｡要するに､現在は､個人が計算機を使 う段階であるのに対 して､近い将来は､個人でも使うけれどもネットワー

クという環境の中でグループとして仕事をする｡ つまり共同作業をやるという環境がどんどん作 られていく｡ これは

現在でもコンピュータのプロフェッショナルの世界では徐々に行われるようになって来ているわけですけれども､コ

ミュニティをネットワークの中で作るというわけであります.そいうことがどんどんできてくる. そしていろいろな

情報メディアを使いまして､自由に学生諸君が自発的に学習をやっていく環境が整備されてきっっある｡ こういうこ

とが言われておりまして､ これは全 くの事実であります｡私どもの大学におきましても､そういう環境を一刻 も早 く

作っていこうというわけです｡慶腹の藤沢キャンパスでは､そういうことをかなりやっておられるわけですが､そう

いうことを京都でもやる｡

その中で一番ポピュラーなものは､現在はコンピュータネットワーク､特にインターネットですが､インターネッ

トというものが､本当にどういうふうに教育の場で特色を発揮するかということについて､三宅なはみ先生､私が苦

から教えていただいている先生なんですけれども､そう言いましても私よりもはるかにお若い女性の先生ですが､そ

の方の書かれた章の中に､アメリカの論者の意見が紹介されています｡その中にはいろいろとおもしろいことが書い

てあります｡ これは小､中学生向けの本ですから､おもしろくわかりやすい形で書いてあるわけですけれども､実は

これは大学の学生諸君にも充分あてはまる内容であると私には思えます｡つまり､インターネットをいろいろと使う

ということによって､やる気をおこさせる｡インターネットはそういう強力な道具になっている｡ それから未来に通

づる何かを感 じることができるんだとか､情報を探すということが非常におもしろいとか､そして集まってくるデー

タというものを豊富に持つことによって､そこから自分が何をしたらいいかということを学んでいくんだということ

ですね｡
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それからコンピュータネットワークの上においては､非人問的なものもたくさんあるけれども､ネットワークの向

こう側にいる人間とコミュニケーションをしているんだというヒューマンな世界というものを､ネットワークを通 じ

て感 じとることができる｡今までの計算機の使い方からは､そういうことはなかなか出てこなかったわけですけれど

も､そういうことが出てくる｡それから時間空間の克服｡ これは当然ですね｡それから､好きな時に好 きなように学

べる. ネットワークというのは､肌の色や外見にとらわれることがなく､差別ということを全 く知 らない世界であっ

て､非常によい｡

それから､コンピュータネットワークを使 うことによって､いろいろな トラブルを起こす.そういうことを通 じて､

コンピュータネットワークを使 う人ひとりひとりが大人でなければならないということが､そういうミステイクを通

じて学ぶことができるんだと､こういうことを言っておられるわけでありまして､これはまさにそのとおりだと思わ

れます｡

それからこの本の中の､田中博之先生は､マルチメディアを使 うことが人間のどういう能力に関係 しているかとい

うことを書いておられます｡情報の理解力､選択をする力､批判をする力､情報処理能力を養う､情報を精選する能

力を養 う､情報の伝達 (コミュニケーション)の力を養う､という何れにおいてもコンピュータコミュニティという

ものが､非常に役に立っんだということをおっしゃっています｡

それから､こういう情報処理の教育を､たとえば高等学校や大学でやる時に､先生方はそういう教育に対 してどう

いう期待を持っておられるかという調査をされた結果があります｡それは､私と大学の同窓生だった西之園先生がお

書 きになっているところのものなんですけれども､ネットワーク､情報処理教育をやることによって､社会変化の理

解ということに役に立っという結果が出ているそうです｡ただ､どういうところからこのような結果が出てくるのか

は､なかなか私にはわかりませんO この後には､たとえば論理的な思考能力､あるいはワープロや表計算の能力､ コ

ミュニケーションの増大などのために､情報科学の基礎知識とかプログラミングの知識 というものを､それほど先生

方は生徒の教育の時に期待 してないという結果もあります｡ これは､高校の先生が文科系の大学に進む生徒に情報処

理教育をやっている時の期待感の調査です｡ このようなおもしろい結果がいろいろ出ているようでして､情報処理教

育ということは､単に情報処理のできる､計算機を使える能力を養うというだけではなくて､ もっとそうでない､い

ろいろな能力が､ これを通 じて養われるということが期待されているし､また､そういうことができるのではないか

という期待感を抱かせるわけです｡

次は三宮真智子先生の論文ですが､三宮先生 も私が存 じ上げている先生なんですけれども､非常に重要なご意見を

持 っておられます｡情報処理教育をやることによって､情報というものの本質､あるいは情報が正 しいか否か､そう

いうことを見抜 く能力を養 うことになる｡それから現代社会には､膨大な情報が流れているわけですが､そういう情

報をうまく処理する､自分の観点から処理する､そういう知恵を持たせることによって､これからの厳 しい社会をう

まく生 き抜いていくことができるようになるのではないかと言 っておられます｡それからもうひとつは､メタ情報処

理能力 というふうに三宮先生がおっしゃっていることです｡つまり情報や情報処理というものがいったいどういう意

味を持っものであるか､どういう機能を持つものであるかということを､メタ的に考えることによって､情報あるい

は情報処理､情報社会といったものを人間にとってどういうものとして理解するか､判断するか､あるいはそれに対

処すべきかということを考える､そういう能力を養うんだということを言 っておられます｡こういったことは､まさ

に大学において訓練すべき内容のものではないかと思います｡

最後に､これはこの本でいうと一番最初に載 っているんですけれども､最近東京大学の教育学部に移 られました市

川伸一先生がおっしゃっていること､これはまさに私が思 っていることなのです.直接的な情報処理教育の目的とし

ては､コンピュータを道具として学習や生活に活かすということがあるわけです｡間接的な目的としては､コンピュー

タによって知的な能力の発達を促す｡いろいろな情報を利用することによって､そういう知的能力を発展させるとい

うことなのです. しか し次の3番目が､一番おもしろいし大事だと私は思 っていましたところ､市川先生 もこの本の

中でまさにそうおしゃっています｡

コンピュータの世界というのは､膨大な文化というものを今日築 きあげてきているO つまりコンピュータの世界を

覗かない人には感 じられない､気づかれないような文化をもうすでに膨大に築いてきている｡ 今後そういう文化は､

もっともっと膨大に築かれていくであろうということです｡そういった世界を知 らずに過 ご す のと､それを知って､
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それを楽 しんで理解 しながら活用 していく生活を送れるかどうかというところに大きな違いがあるのではないかとい

うことなのです｡情報処理教育 というものは､そういう文化を理解 し､利用するためにやっているのではないかとい

うことでありまして､コンピュータを基礎とする情報化時代の文化を体験的に理解するところにもっていく. これは

高校あるいは大学､特に大学における情報処理教育､これは理科系の学生はもちろんですけれど､文科系の学生にとっ

ては特にこういう観点での情報処理教育が大切です｡ これを教育 という言葉で表現するのはあまり適切ではなくて､

どちらかというと､慶艦大学のお話がありましたように､自己学習の支援をするという形でやるということが､非常

に大事だと思われます｡

これから京都大学の総合情報 メディアセンターを作 っていこうという中でも､オープンスペースラボというのを考

えておりまして､そのスペースには二百台 くらい計算機､情報処理装置を置いて､誰でもがいっでもやって来て自由

に使 って､自分で学習する､そういうことを支援するセンターというかたちに持 っていきたいと思 ってやっておりま

す｡慶艦大学の藤沢キャンパスに追いっ くことができるのか､あるいはそれとはもっと違 ったいろいろな特色を出せ

るのかということは､これからの課題だろうと思 っています｡
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